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多
機
能
端
末
機
に
よ
る
証
明
書

な
ど
の
交
付
の
、
さ
ら
な
る
定
着

を
図
る
た
め
、
手
数
料
の
特
例
の

規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
制
定
附
則
第
２
項
に
お
け

る
特
例
の
期
間
に
つ
い
て
、
「
令

和
４
年
12
月
20
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
」
を
「
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
」
に
改
め
、
特
例
期
間
中

の
手
数
料
に
つ
い
て
、
「
10
円
」

を
「
１
０
０
円
」
に
改
め
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

「
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
」、

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　

 

（
第
６
号
）・（
第
７
号
）」
を
可
決

「
小
中
学
校
教
職
員
の
抜
本
的
増
員
を
求
め
る
意
見
書
」
、

「
農
産
物
へ
の
カ
メ
ム
シ
類
等
・
高
温
被
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緊
急
対
応
を
求
め
る
決
議
」
を
可
決

討
　
論

一

部

の

市

民

を

優

遇

し

「
市
民
を
差
別
す
る
も
の
」
と

指
摘
し
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

多
機
能
端
末
機
で
の
証
明
書
交

付
手
数
料
を
10
円
と
し
た
と
き
も
、

そ
の
前
に
窓
口
で
は
３
０
０
円
、

多
機
能
端
末
機
な
ら
２
０
０
円
に

し
た
と
き
も
「
市
民
を
差
別
す
る

も
の
」
と
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。

　

手
数
料
を
10
円
と
し
た
理
由
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促

進
、
Ｄ
Ｘ
推
進
、
窓
口
の
混
雑
緩

和
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

住
民
票
が
10
円
で
取
れ
れ
ば
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
増

え
る
と
い
う
発
想
が
、
あ
ま
り
に

貧
弱
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
が
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、

必
要
性
を
感
じ
な
い
こ
と
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
不
安
が
あ
る
と
い
う

理
由
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

料
金
に
差
を
つ
け
る
こ
と
で
平

等
で
あ
る
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

引
き
続
き
差
別
さ
れ
続
け
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

受
益
者
負
担
と
い
う
考
え
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
持
ち
込
む
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
10

円
は
も
ち
ろ
ん
論
外
で
す
が
、
１

０
０
円
に
引
き
上
げ
て
も
原
価
は

賄
え
ず
、
引
き
続
き
市
民
の
税
金

が
投
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

一
部
の
市
民
を
優
遇
す
る
た
め

の
税
金
投
入
を
続
け
る
こ
と
は
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正
に
反
対
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
23
億
５

４
３
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
６
７
億
５
４

３
２
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
主
な
補
正
内
容

　

民
生
費
国
庫
負
担
金
の
障
害
者

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
可
決

自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
４
億
１

６
９
４
万
円
の
増
、
お
よ
び
民
生

費
県
負
担
金
の
障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
負
担
金
２
億
１
３
７
８
万

５
千
円
の
増
は
、
介
護
給
付
費
・

訓
練
等
給
付
費
給
付
事
業
の
増
額

に
対
し
、
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
国
庫
負
担
金
の
障
害
児

入
所
給
付
費
等
負
担
金
お
よ
び
障

害
児
入
所
医
療
費
等
負
担
金
９
０

５
５
万
７
千
円
の
増
、
お
よ
び
民

生
費
県
負
担
金
の
障
害
児
入
所
給

付
費
等
負
担
金
４
５
２
７
万
８
千

円
の
増
は
、
障
害
児
通
所
給
付
事

業
の
増
額
に
対
し
、
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

民
生
費
国
庫
負
担
金
の
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付

金
１
億
９
１
３
０
万
４
千
円
の
増
、

お
よ
び
民
生
費
県
負
担
金
の
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交

付
金
６
３
８
０
万
８
千
円
の
増
は
、

保
育
所
運
営
委
託
事
業
お
よ
び
施

設
型
・
地
域
型
保
育
給
付
事
業
の

増
額
に
対
し
、
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

生
活
保
護
費
負
担
金
２
億
４
２

２
万
５
千
円
の
増
は
、
生
活
保
護

事
業
の
増
額
に
対
し
、
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

戸
籍
氏
名
振
り
仮
名
収
集
作
業

事
務
費
補
助
金
２
億
７
５
６
３
万

８
千
円
の
減
は
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
事
務
の
減
額
に
伴
い
、
補
正

す
る
も
の
で
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

２
９
０
０
万
円
の
増
は
、
寄
附
金

額
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
10
億
５

１
２
０
万
円
の
増
は
、
今
回
の
補

正
予
算
に
お
け
る
収
支
を
調
整
す

る
た
め
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負

担
金
返
還
金
１
億
３
４
７
６
万
７

千
円
の
増
は
、
令
和
５
年
度
負
担

金
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
で
す
。

○
歳
出
の
主
な
補
正
内
容

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
か
す
か
べ
応

援
基
金
積
立
金
１
０
１
０
万
円
の

増
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
一
部
を
基
金
に
積
み
立
て

る
も
の
で
す
。

　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
２
億

５
８
５
６
万
２
千
円
の
減
は
、
戸

籍
の
氏
名
振
り
仮
名
収
集
作
業
事

務
に
関
す
る
国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
に
伴
い
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費

給
付
事
業
９
億
１
５
１
万
３
千
円

の
増
、
お
よ
び
障
害
児
通
所
給
付

事
業
１
億
８
１
１
１
万
４
千
円
の

増
は
、
利
用
者
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

量
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
４
億
３
１
０
６
万
３
千
円
の
増

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

財
源
不
足
に
よ
る
繰
出
金
の
増
に

よ
る
も
の
で
す
。
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討
　
論

　

教
職
員
未
配
置
は
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
へ
の
不
安
か
ら
志
望

者
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
、
国
が
正

規
教
員
を
抜
本
的
に
増
員
す
る
た

め
の
「
定
数
改
善
計
画
」
を
策
定

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
正
規

　

保
育
所
運
営
委
託
事
業
１
億
６

７
２
９
万
９
千
円
の
増
、
お
よ
び

施
設
型
・
地
域
型
保
育
給
付
事
業

１
億
８
５
３
２
万
１
千
円
の
増
は
、

公
定
価
格
の
改
定
に
伴
う
委
託
料

お
よ
び
負
担
金
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

生
活
保
護
事
業
３
億
３
７
１
４

万
６
千
円
の
増
は
、
医
療
扶
助
費

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
返
還
金
１

億
１
１
３
万
６
千
円
の
増
は
、
国

庫
補
助
金
の
精
算
に
伴
い
、
返
還

金
が
生
じ
た
た
め
、
補
正
す
る
も

の
で
す
。

　

小
学
校
温
水
プ
ー
ル
整
備
事
業

９
５
５
３
万
５
千
円
の
増
、
お
よ

び
小
学
校
施
設
維
持
・
管
理
事
業

３
５
２
０
万
円
の
増
は
、
学
校
プ

ー
ル
を
整
備
す
る
た
め
、
補
正
す

る
も
の
で
す
。

○
そ
の
ほ
か
の
補
正
内
容

　

繰
越
明
許
費
は
、
３
事
業
に
つ

い
て
、
年
度
内
の
執
行
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
繰
越
し
を
す
る

も
の
で
す
。

　

債
務
負
担
行
為
補
正
は
、
主
に
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
予
算
執
行

に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
中
に
契

約
を
行
う
必
要
が
あ
る
業
務
委
託

な
ど
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
可
決

　

全
国
で
教
職
員
の
不
足
が
深
刻

化
し
、
教
職
員
定
数
を
充
足
で
き

な
い
「
未
配
置
」
や
、
病
気
・
出

産
・
育
児
な
ど
に
よ
る
休
職
者
や

中
途
退
職
者
な
ど
の
欠
員
補
充
が

で
き
な
い
「
未
補
充
」
が
大
き
な

議
員
提
出
議
案

小
中
学
校
教
職
員
の
抜
本
的

増
員
を
求
め
る
意
見
書

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
日
本

教
職
員
組
合
（
全
教
）
が
今
年
７

月
に
発
表
し
た
調
査
結
果
（
５
月

１
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
回
答
の

あ
っ
た
37
都
道
府
県
10
政
令
指
定

都
市
で
小
学
校
１
７
３
６
人
、
中

学
校
１
２
４
７
人
、
小
中
一
貫
校

な
ど
７
人
の
未
配
置
・
未
補
充
が

あ
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
で
も
未
配

置
・
未
補
充
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
不
足
の
原
因
の
一
つ
は

教
職
員
の
志
願
者
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
背
景
に

は
長
時
間
労
働
な
ど
教
職
員
の
労

働
条
件
の
厳
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
県
で
は
本
来
、
正
規

採
用
教
職
員
を
充
て
る
べ
き
と
こ

ろ
に
非
常
勤
の
臨
時
的
任
用
教
職

員
を
充
て
て
い
る
事
例
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
も
、
教
職
員
未
配

置
・
未
補
充
の
問
題
を
深
刻
化
さ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
学
校
１
～
５
年
生
の

学
級
編
成
標
準
は
35
人
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
教
職
員
不
足

の
た
め
に
36
～
40
人
の
学
級
編
成

を
容
認
す
る
「
弾
力
的
運
用
」
を

打
ち
出
し
て
い
る
県
が
現
れ
て
い

ま
す
。
埼
玉
県
で
も
教
職
員
不
足

が
さ
ら
に
進
行
す
れ
ば
、
同
様
の

事
態
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
と

懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
教
育
条
件
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
教
職
員
の
抜
本
的

増
員
が
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
下
記

の
対
応
を
図
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

教
職
員
の
未
配
置
・
未
補
充

を
速
や
か
に
解
消
す
る
こ
と
。

２　

小
中
学
校
教
職
員
の
採
用
数

を
増
や
す
こ
と
。

３　

実
績
の
あ
る
臨
時
的
任
用
教

職
員
を
正
規
採
用
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。

４　

教
職
員
の
待
遇
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
必
要
な
措
置
を
国
に

求
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
６
年
12
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

埼　

玉　

県　

知　

事　

様

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長　

様

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

小

中

学

校

教

職

員

未

配

置

解

消

を

求
め
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

で
配
置
す
べ
き
教
職
員
が
臨
時
的

任
用
教
職
員
や
非
常
勤
講
師
に
置

き
換
え
ら
れ
た
結
果
、
引
き
起

こ
っ
て
い
る
問
題
で
す
。

　

教
職
員
の
未
配
置
を
早
期
に
解

決
す
る
た
め
に
は
、
国
に
対
し
て
、

仕
事
量
に
見
合
っ
た
教
職
員
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
「
定
数
改
善

計
画
」
の
策
定
を
求
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
教
員
一
人
当
た
り
の

授
業
の
コ
マ
数
を
減
ら
す
こ
と
は
、

全
国
連
合
小
学
校
長
会
や
全
日
本

中
学
校
校
長
会
、
全
国
知
事
会
も

求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
績
の
あ
る
臨
時
的
任

用
教
職
員
を
正
規
採
用
す
る
仕
組

み
の
構
築
も
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

小
中
学
校
教
職
員
未
配
置
の
問

題
は
国
に
求
め
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
埼
玉
県
で
で
き
る
こ

と
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

小
中
学
校
教
職
員
未
配
置
解
消
の

た
め
に
教
職
員
を
増
員
し
て
い
く

こ
と
を
求
め
賛
成
し
ま
す
。

農
作
物
へ
の
カ
メ
ム
シ
類
等
・

高
温
被
害
対
策
に
つ
い
て

緊
急
対
応
を
求
め
る
決
議

　

昨
年
よ
り
、
県
東
部
地
区
を
中

心
に
水
田
や
畑
、
果
樹
へ
の
カ
メ

ム
シ
類
等
に
よ
る
災
害
級
の
被
害

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
作
に
関
し
て
は
、
カ
メ
ム
シ

類
等
の
被
害
に
加
え
、
高
温
被
害

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
０
８

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
６
７
億
６
１
４
１
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
歳
入
の
主
な
補
正
内
容

　

源
泉
所
得
税
返
納
金
７
０
８
万

８
千
円
の
増
は
、
源
泉
徴
収
漏
れ

の
あ
っ
た
個
人
事
業
主
か
ら
の
所

得
税
の
返
納
金
で
す
。

○
歳
出
の
主
な
補
正
内
容

　

防
災
事
務
７
５
８
万
３
千
円
の

増
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
漏
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
補
正
す
る
も

の
で
す
。

　

予
備
費
49
万
５
千
円
の
減
は
、

予
算
の
収
支
を
調
整
す
る
た
め
、

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】



かすかべ議会だより

６年12月定例会号

4

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

無

所

属

議案第 85 号 専決処分の承認を求める（令和６年度一般会計補正予算
（第５号）） （総　　務）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 86 号 企業版ふるさとかすかべ応援基金条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 手数料条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 88 号 保育所条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 89 号 地域包括支援センターの職員に係る基準及び当該職員の員
数等を定める条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 90 号 国民健康保険税条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 2
× 1

議案第 91 号 水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条
例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 92 号 下水道条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 93 号 総合福祉センター空調設備更新工事請負契約の議決内容の
一部変更 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 1 2 月 定 例 会 　 審 議 結 果

も
重
な
り
一
反
で
一
俵
も
収
穫
出

来
な
い
農
家
も
あ
る
な
ど
、
特
に

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
の
収
穫
に

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
と
と
も

に
、
来
年
の
作
付
け
に
向
け
て
の

資
金
確
保
に
も
大
き
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。

　

果
樹
に
関
し
て
は
、
カ
メ
ム
シ

類
等
の
被
害
に
よ
り
、
商
品
に
な

ら
な
い
品
物
が
多
く
発
生
し
、
令

和
４
年
の
ひ
ょ
う
被
害
か
ら
立
ち

直
り
つ
つ
あ
る
果
樹
栽
培
に
、
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
春
日
部
市
の
農
業
を

守
る
た
め
、
下
記
の
事
項
を
早
期

に
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

カ
メ
ム
シ
類
等
の
防
除
に
つ

い
て
は
、
広
域
・
集
団
防
除
が
効

果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
が

主
体
と
な
っ
て
生
産
者
に
働
き
か

け
、
実
施
可
能
な
地
域
で
は
来
年

度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
こ

と
。

２　

カ
メ
ム
シ
類
等
を
越
冬
さ
せ

な
い
た
め
、
農
閑
期
に
お
け
る
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
。

３　

カ
メ
ム
シ
類
等
が
、
農
地
以

外
に
も
生
息
し
て
お
り
、
特
に
河

川
や
公
園
の
除
草
に
よ
る
農
地
へ

の
飛
来
の
報
告
が
あ
る
た
め
、
除

草
時
期
や
消
毒
方
法
等
に
関
し
て
、

国
・
県
・
他
市
な
ど
関
係
機
関
が

緊
密
に
連
携
を
図
る
こ
と
。

４　

今
回
の
被
害
を
災
害
と
捉
え
、

予
備
費
や
補
正
予
算
に
よ
る
年
度

内
の
財
政
出
動
も
視
野
に
入
れ
、

農
薬
に
よ
る
防
除
に
対
し
て
、
各

戸
へ
の
補
助
を
検
討
す
る
こ
と
。

ま
た
、
果
樹
に
つ
い
て
は
、
被
害

防
止
を
図
る
観
点
か
ら
多
目
的
防

災
網
に
係
る
補
助
制
度
を
措
置
す

る
こ
と
。

５　

大
き
な
被
害
に
よ
り
、
来
年

の
作
付
け
や
栽
培
に
影
響
が
出
て

い
る
農
家
へ
融
資
制
度
の
周
知
や

申
請
手
続
に
係
る
支
援
を
行
う
こ

と
。

６　

収
量
低
下
に
よ
り
、
飼
料
用

米
、
米
粉
用
米
の
出
荷
に
つ
い
て

大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
交
付

金
に
係
る
出
荷
契
約
数
量
の
変
更

手
続
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
市
が

書
類
提
出
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
提
出
書
類
の
簡
素
化
や
違
約

金
に
つ
い
て
は
、
国
と
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
に
減
免
を
働
き

か
け
る
こ
と
。

７　

カ
メ
ム
シ
類
等
の
発
生
源
等

の
生
態
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

討
　
論

広
域
的
な
連
携
・
対
応
を
先
導

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て

賛
成
（
次
世
代
　
か
す
か
べ
！
）

　

自
然
環
境
・
陽
気
に
左
右
さ
れ

て
し
ま
う
農
産
物
で
す
が
、
異
常

な
暑
さ
が
近
年
ま
れ
に
み
る
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
で
あ
れ
ば
、
冬
の
寒
さ
で
、

い
わ
ゆ
る
害
虫
が
越
冬
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
２
年
は
カ
メ
ム
シ
が

越
冬
し
、
農
産
物
に
多
大
な
影
響

が
出
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

害
虫
被
害
や
高
温
被
害
は
、
水

稲
や
果
樹
に
限
ら
ず
、
畑
作
物
も

含
む
市
内
全
て
の
農
産
物
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
本
市

独
自
で
は
限
界
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
。
特
に
「
カ
メ
ム
シ
類
等
の

発
生
源
等
の
生
態
研
究
を
進
め
る

こ
と
」
は
、
国
レ
ベ
ル
の
高
度
な

研
究
所
な
ど
で
な
け
れ
ば
、
生
態

研
究
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
国
や
県
も
含
め
て
広

域
的
な
連
携
・
対
応
を
訴
え
る
た

め
に
、
本
市
が
先
導
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、

そ
し
て
生
産
者
の
生
活
を
守
る
た

め
に
、
本
市
が
先
頭
に
立
っ
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
、
賛

成
し
ま
す
。



かすかべ議会だより

６年12月定例会号

5

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

無

所

属

議案第 94 号 指定管理者の指定（春日部第１児童センター） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 95 号 指定管理者の指定（庄和児童センター） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 96 号 指定管理者の指定（道の駅「庄和」） （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 97 号 指定管理者の指定（市立中央図書館、市立武里図書館及び
市立庄和図書館） （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 98 号 令和６年度一般会計補正予算（第６号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 99 号 令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号 令和６年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第２号）（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号 令和６年度水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 令和６年度病院事業会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号 令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 公平委員会委員の選任につき同意を求める
［小澤　賢一　氏］ （付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第107号 教育委員会委員の任命につき同意を求める
［松本　朋子　氏］ (付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第108号 令和６年度一般会計補正予算（第７号） (総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

請願番号
　　請　　願　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

無

所

属

請願第  5 号 「安全・安心の医療・介護の実現のため人員増と処遇改善
を求める」意見書を国に提出することを求める請願 （厚生福祉）採　　択 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第  6 号 「払える国保税」にするために、第３期国保運営方針の見
直しを求める請願 （厚生福祉）不 採 択 × × × ○ × × ○ 2

× 1

請願第  7 号 子育て世代の負担軽減のため、学校給食の無償化実現に向
けた取り組みを早急に行うことを求める請願 （教育環境）採　　択 × ○ ○ 4

− 1 ○ ○ − ○

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

自

民
・
　
　
　

 

　
無
所
属
の
会

次

世

代
　
　
　

 

か

す

か

べ
！

公

明

党

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

日
本
維
新
の
会

無

所

属

議第 24 号議案 安全・安心の医療・介護の実現のため人員増と処遇改善を
求める意見書 （付託省略）原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 25 号議案 学費値上げを中止し、値下げに踏み出し「学費ゼロ」を求
める意見書 （付託省略）原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○

議第 26 号議案 核兵器禁止条約を調印し、核兵器廃絶運動の先頭に立つと
ともに、速やかな被爆者国家補償を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ ○ ○ × ○ 1

× 2

議第 27 号議案 ジェンダー平等施策を総合的に強化することを求める意見書（付託省略）否　　決 × × ○ ○ ○ × ○ 1
× 2

議第 28 号議案 「健康保険証」の廃止撤回を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ ○ × ○ 1
× 2

議第 29 号議案 小中学校教職員の抜本的増員を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 30 号議案 農産物へのカメムシ類等・高温被害対策について緊急対応
を求める決議 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


